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家庭での金融教育に関する調査結果のお知らせ

ソニー銀行株式会社（代表取締役社長：南 啓二／本社：東京都千代田区／以下 ソニー銀行）は、家庭での金融教育に
関する調査を行いましたので、お知らせします。

調査概要
対象：ソニー銀行に口座をお持ちのお客さま2,709名
調査期間：2025年7月1日～2025年7月30日

調査結果サマリー
・	 小学生から高校生までの子どもに対し、家庭で金融教育を行っている割合は約半数近くに。
・	 子どもに学んでほしい内容は「お金の大切さと価値」や「お金の管理方法」が多く、子どもの年齢が高くなるほど「資

産形成」や「税金」、「金融トラブル」が増加傾向に。
・	 高校生までの子どもには、学んでほしい内容と同様、「お金の大切さと価値」を教える家庭が最も多く、続いて「お金の

管理方法」を教える家庭が多い傾向に。「資産形成」や「金融トラブル」を教えていると回答した割合は、学んでほしい
と回答した割合の約半数に。

・	 家庭で金融教育をしていない理由は「何を教えればよいのかわからない」が最も多く、約30％に。

TOPICS1
小学生から高校生までの子どもに対し、家庭で金融教育を行っている割合は約半数近くに。
子どもがいると回答された2,110名のうち、「家庭で金融教育をしている」と回答したかたは約40％の847名でした。
子どもの年齢別に家庭での金融教育実施の有無について見てみると、5歳以下の子どもへは28％ 、6歳～8歳の子ども
へは46％と、お小遣いを渡すケースが増える小学生になる6歳以上の年齢から始めるかたが多いことがわかります。子
どもがお小遣いで自由に使うお金が増える小学生から高校生にあたる6歳～ 18歳までの子どもには、お金について親
が教える家庭が多いことがうかがえます。

※「子どもがいる」と回答したかたを母数に集計。
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TOPICS2
子どもに学んでほしい内容は「お金の大切さと価値」や「お金の管理方法」が多く、子どもの年齢が高くなるほど「資産
形成」や「税金」、「金融トラブル」が増加傾向に。
18歳までの子どもに学んでほしい内容は、「お金の大切さと価値」が最も多くなりました。14歳までの子どもに対して
は、次いで「お金の管理方法」が多く、子どもが低年齢のうちに基礎的な金融の知識として、お金の価値や管理方法を学
んでほしいと思っている親が多いことがうかがえます。
また、どの年齢の子どもに対しても、「貯蓄」より「資産形成」について学んでほしいと考えている親が多く、子どもの年齢
が高くなるほど、「資産形成」や「税金」「金融トラブル」について学んでほしいと回答した割合が高くなりました。
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TOPICS3
高校生までの子どもには、学んでほしい内容と同様、「お金の大切さと価値」を教える家庭が最も多く、続いて「お金の
管理方法」を教える家庭が多い傾向に。「資産形成」や「金融トラブル」を教えていると回答した割合は、学んでほしいと
回答した割合の約半数に。

「お金の大切さと価値」について教えている割合は、5歳以下の子どもには46％と約半数にのぼり、6～ 8歳の子どもに
も41％と多く、小学生低学年までにお金の価値を家庭で教えていることがわかります。「お金の大切さと価値」、「お金の
管理方法」、「貯蓄」について教えていると回答したかたは、学んでほしいと回答している割合と同等または上回る結果と
なりました。
高校生となる18歳までの子どもに「お金の管理方法」を教えていると回答した割合は20％以上となり、特に6～ 8歳へ
の子どもには24％と、お小遣いがもらえる年齢とともに管理方法についても教えている家庭が増えることがわかります。
一方で、「資産形成」や「税金」「金融トラブル」については、学んでほしいと回答した割合より下回り、家庭で教えること
が難しい内容であることもうかがえます。
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TOPICS4
家庭で金融教育をしていない理由は「何を教えればよいのかわからない」が最も多く、約30％に。

「家庭で金融教育をしていない」と回答したかたのうち、していない理由は「何を教えればよいのかわからない」が最も
多く29％となり、次いで「教えるための情報や教材がない」と回答したかたは25％でした。
また、金融に限らず学んでほしいことをうかがったところ、「お金の価値」が最も多くあげられていました。お金に関する
こと以外の回答では、「家庭で金融教育をしている」と回答されたかたは「自分らしく生きること」や「コミュニケーショ
ン」、「家庭で金融教育をしていない」と回答されたかたは「人との関わり方」や「ネットリテラシー」と回答されたかたが
多くみられました。
5歳以下の子どもに対しては、「お金を大切にすること」が多くあげられ、6歳以上の子どもに対しては、「お金の価値」に
加え、「コミュニケーション」や「対人スキル」、「社会のしくみ」などがあげられる傾向にありました。

Sony Bank WALLET について
Sony Bank WALLET 保有者のご家族に発行できるファミリーデビットカードは、12歳から発行が可能です。ファミリー
デビットカードの利用分は Sony Bank WALLET 保有者の口座から引落しされます。アプリから明細を見てお金の使い
方を振り返ることで、実践的な金融教育に活用できます。
15歳から審査不要、年会費無料でつくれる Sony Bank WALLET は、200以上の国と地域のVisa加盟店でご利用でき、
使ったその場で預金口座から引落しされるので現金感覚でご利用できます。提携ATMなら原則24時間預入は無料、引
出は合計月4回まで無料です。国内でのご利用では最大2％のキャッシュバックがあることもご好評いただいています。

https://sonybank.jp/lp/family/

以上

※「金融教育をしていない」と回答したかたを母数に集計。
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ソニー銀行のサイト ｜ 企業案内　https://sonybank.jp/corporate/	 ウェブサイト　https://sonybank.jp/
ソニー銀行株式会社　登録金融機関　関東財務局長（登金）第578号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人 第二種金融商品取引業協会、一般社団法人 日本STO協会

お問い合わせ先

ソニー銀行株式会社　経営企画部 広報・サステナビリティ推進室：田野畑・中井・篠原
〒100-0011　東京都千代田区内幸町二丁目1番6号　Tel：03-6832-5903	 E-ｍail： press@sonybank.co.jp
ソニー銀行PR事務局　株式会社アンティル：三谷、深谷、宮野
〒107-0052　東京都港区赤坂四丁目15番1号 赤坂ガーデンシティ 14階　Tel：03-5572-6081	 E-ｍail： sonybank@vectorinc.co.jp 4


